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(注意事項）
本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち歴史的事実でないも
のは将来の業績等に関する見通しです。これらの情報は、現在入手可能な情報から得られた情報にも
とづき算出したものであり、リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績等に重大な影響を
与えうる重要な要因としては、住友化学の事業領域をとりまく経済情勢、市場における住友化学の製
品に対する需要動向、競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場において住友化学
が引き続き顧客に受け入れられる製品を提供できる能力、為替レートの変動などがあります。但し、
業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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Ⅰ. 2020年度第3四半期決算



4連結業績概要（対前年同期実績）
単位:億円

19年度3Q 20年度3Q 増減 増減率

売上収益 16,507 16,426 △81 △0.5%
コア営業利益 1,163 1,070 △93 △8.0%
（うち持分法による投資損益） (198) (△219) (△417) -              
   非経常項目 114 97 △17 -              
営業利益 1,277 1,166 △110 △8.6%
   金融損益 △9 △231 △223 -              
（うち為替差損益） (△19) (△185) (△166) -              
   法人所得税費用 △603 △394 209 -              
   非支配持分損益 △289 △322 △33 -              
親会社の所有者に帰属する四半期利益 376 219 △156 △41.6%
ROE 3.8% 2.4%
平均為替レート（円/USD） 108.65 106.11
ナフサ価格（円/KL） 42,300 28,900

海外売上比率 66.2% 68.8%



5セグメント別売上収益
単位:億円

19年度3Q 20年度3Q 増減 増減率 売価差 数量差 邦貨換算差

石油化学 5,183 4,084 △1,099 △21.2% △465 △587 △47
エネルギー・機能材料 1,906 1,754 △153 △8.0% △95 △52 △6
情報電子化学 3,049 3,243 193 6.3% △95 363 △74
健康・農業関連事業 2,185 2,824 639 29.3% 15 735 △111
医薬品 3,822 4,175 353 9.2% △50 457 △54
その他 361 346 △15 △4.1% 5 △20 0
合計 16,507 16,426 △81 △0.5% △685 896 △293

増減分析（全社計）

16,507 16,426 

19年度3Q 売価差 数量差 換算差 20年度3Q

△685

+896

△293



6セグメント別コア営業利益

増減分析（全社計）

単位:億円

19年度3Q 20年度3Q 増減 価格差 コスト差 数量差等

石油化学 274 △279 △552 △45 △5 △502
エネルギー・機能材料 177 156 △21 20 5 △46
情報電子化学 187 318 132 △95 80 147
健康・農業関連事業 △136 122 258 45 85 128
医薬品 676 747 72 △50 △200 322
その他 全社費用等 △14 5 19 5 0 14
合計 1,163 1,070 △93 △120 △35 62

1,163 1,070 

19年度3Q 価格差 コスト差 数量差等 コロナ影響 持分法損益 20年度3Q

△120 △35

+62

+739

△260

△417



7石油化学セグメント (対前年同期実績）

売上収益増減

コア営業利益増減

4,084億円（前年同期比△1,099億円）

売価差
△465億円

数量差
△587億円

換算差
△47億円

 市況下落

 ラービグ製品出荷減少
 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

出荷減（合成樹脂等）

△279億円（前年同期比△552億円）

価格差
△45億円

コスト差
△5億円

数量差等
△502億円

 石油化学品等交易条件悪化

 持分法損益悪化
 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

出荷減（合成樹脂等）

5,183
4,084

19年度3Q 売価差 数量差 換算差 20年度3Q

△587
△465

△47

274

△279 

19年度3Q 価格差 コスト差 数量差 20年度3Q

△5△45

△502



8エネルギー・機能材料セグメント (対前年同期実績）

売上収益増減

コア営業利益増減

1,754億円（前年同期比△153億円）

売価差
△95億円

数量差
△52億円

換算差
△6億円

 アルミニウム市況下落
 正極材料売価下落

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
出荷減（耐熱セパレータ、合成ゴム等）

156億円（前年同期比△21億円）

価格差
+20億円

コスト差
+5億円

数量差等
△46億円

1,906 1,754

19年度3Q 売価差 数量差 換算差 20年度3Q

△52△95 △6

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
出荷減（耐熱セパレータ、合成ゴム等）

177 156

19年度3Q 価格差 コスト差 数量差等 20年度3Q

+20 +5

△46



9情報電子化学セグメント (対前年同期実績）

売上収益増減

コア営業利益増減

3,243億円（前年同期比+193億円）

売価差
△95億円

数量差
＋363億円

換算差
△74億円

 偏光フィルム売価下落

318億円（前年同期比+132億円）

価格差
△95億円

コスト差
+80億円

数量差等
＋147億円

 偏光フィルム売価下落

 半導体プロセス材料出荷増加
 ディスプレイ関連材料出荷増加

3,049 3,243

19年度3Q 売価差 数量差 換算差 20年度3Q

+363

△95 △74

187
318

19年度3Q 価格差 コスト差 数量差等 20年度3Q

△95

+80

+147

 原料合理化、収率向上等

 半導体プロセス材料出荷増加
 ディスプレイ関連材料出荷増加



10健康・農業関連事業セグメント (対前年同期実績）

売上収益増減

コア営業利益増減

2,824億円（前年同期比＋639億円）

売価差
+15億円

数量差
＋735億円

換算差
△111億円

122億円（前年同期比+258億円）

価格差
+45億円

コスト差
+85億円

数量差等
+128億円

 メチオニン市況上昇

 メチオニン交易条件改善

 ニューファーム社南米子会社買収
 インドでの農薬出荷増加2,185

2,824

19年度3Q 売価差 数量差 換算差 20年度3Q

+735
+15 △111

 ニューファーム社南米子会社買収
 インドでの農薬出荷増加

 メチオニン製造コスト合理化
 経費執行ズレ等△ 136

122

19年度3Q 価格差 コスト差 数量差等 20年度3Q

+45
+85

+128



11医薬品セグメント (対前年同期実績）

売上収益増減

コア営業利益増減

4,175億円（前年同期比＋353億円）

売価差
△50億円

数量差
+457億円

換算差
△54億円

 北米ラツーダ等出荷増加
 国内エクア・エクメット販売寄与

747億円（前年同期比+72億円）

価格差
△50億円

コスト差
△200億円

数量差等
＋322億円  北米ラツーダ等出荷増加

3,822 4,175

19年度3Q 売価差 数量差 換算差 20年度3Q

676 747

19年度3Q 価格差 コスト差 数量差等 20年度3Q

△50

△200

＋322

△54
+457

△50

 国内薬価改定

 国内薬価改定

 ロイバント社との戦略的提携に伴う
販管費・研究費増加



12非経常項目内訳

単位:億円

19年度3Q 20年度3Q 増減

固定資産売却益 5 186 181
事業構造改善費用 △50 △37 13
減損損失 △227 △17 209
条件付対価に係る公正価値変動 408 △4 △412
その他 △22 △31 △9

非経常項目 計 114 97 △17



13連結財政状態計算書
単位:億円

20.3月末 20.12月末 増減 20.3月末 20.12月末 増減

13,109 15,575 2,466 22,615 24,988 2,373

　 現金及び現金同等物 1,806 4,041 2,234 営業債務及びその他の債務 4,361 4,471 111

　 営業債権及びその他の債権 5,704 5,757 53 有利子負債 13,047 14,646 1,600

　 棚卸資産 4,924 5,125 201 その他 5,208 5,870 663

　 その他 675 652 △22 13,926 13,914 △12

23,432 23,327 △105 株主資本 9,101 9,227 126

有形固定資産 7,784 7,770 △14 その他の資本の構成要素 139 △3 △141

のれん及び無形資産 6,661 6,734 74 非支配持分 4,686 4,690 4

その他 8,987 8,822 △165

36,541 38,902 2,361 36,541 38,902 2,361

25.3% 23.7% △ 1.6%

0.9 1.1 0.2

資産合計 負債及び資本合計

親会社所有者帰属持分比率

Ｄ/Ｅレシオ（倍）

流動資産 負債

資本

非流動資産

※19年度に行った企業結合に係る暫定的な会計処理の確定に伴い、19年度の数値を遡及修正しております。



14連結キャッシュ･フロー

単位:億円

19年度3Q 20年度3Q 増減

636 2,734 2,098
△4,190 △1,599 2,590
△3,554 1,135 4,689

4,639 1,031 △3,608
△12 68 80

1,074 2,234 1,161

3,091 4,041 950

現金及び現金同等物の増減

現金及び現金同等物の四半期末残高

営業キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー

財務キャッシュ・フロー

その他



Ⅱ. 2020年度予想



1620年度年間業績予想について

現時点においては、業績予想の変更はありません。

 連結業績は好調に推移し3Q累計で年間予想を超過

 ナパブカシンの結腸直腸がんを対象とした国際共同
フェーズ３試験の解析結果を本年2月に得る予定

 ファイザー社とのレルゴリクスに関する開発および
販売提携にかかる業績への影響等もある

→ 連結業績予想の修正が必要な場合には、速やかに
公表致します。



（参考資料）



18セグメント別売上収益（四半期推移）

単位:億円

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ 上期実績 下期予想

石油化学 1,775 1,747 1,661 1,386 1,082 1,354 1,648 2,436 2,814

エネルギー・機能材料 649 661 596 644 483 569 701 1,052 1,348

情報電子化学 1,025 1,044 981 999 1,038 1,094 1,110 2,133 2,167

健康・農業関連事業 719 744 722 1,252 889 972 964 1,861 2,440

医薬品 1,258 1,217 1,348 1,336 1,408 1,354 1,414 2,761 2,589

その他 107 130 124 134 101 123 121 225 325

合計 5,532 5,543 5,432 5,751 5,002 5,466 5,958 10,468 11,682

19年度 20年度20年度



19セグメント別コア営業利益（四半期推移）

単位:億円

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ 上期実績 下期予想

石油化学 130 44 100 △129 △199 △114 34 △313 △17

エネルギー・機能材料 56 70 51 27 20 28 108 48 132

情報電子化学 78 75 34 64 99 123 97 221 139

健康・農業関連事業 △46 △36 △54 157 38 61 23 99 211

医薬品 230 239 207 77 245 245 257 491 19

その他  全社費用等 △5 11 △20 △32 △2 △3 10 △5 △25

合計 443 402 317 164 202 339 529 541 459

19年度 20年度20年度



20主要グループ会社業績動向
外貨ベース

19年度3Q 20年度3Q

　　（百万USD）

　（百万USD）

　（百万SAR）
東友ファインケム

（億KRW）

（百万USD）

18,733 19,300
製品構成差
および販売数量増加による増益

ベーラント U.S.A.
（連結ベース） 432 464 出荷時期及び経費執行時期のずれ

ペトロケミカル・コーポレーショ
ン・オブ・シンガポール 1,855 1,455 交易条件改善

ラービグ・リファイニング・アン
ド・ペトロケミカル・カンパニー 26,202 13,820

当期定修の影響、石油精製マージン
および石油化学品マージンの低下

会社名
売上収益

利益動向

ザ・ポリオレフィン・カンパニー
（シンガポール） 810 669 販売数量減少の一方で、交易条件改善
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